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論　文

ドナート・ヴェッルーティ　（Donato　VeUu£i）

の「家族年代記（La　Cronica　Domestica）s

について　　　その（二）

米　山 喜　晟

Sulla‘℃ronica　Domestica”di　Donato　Velluti（II）

Y◎shiaki　YONEYAMA
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第三章　家族の異体像一　結婚と相続の実態

｝　父　　母

　本書は十四世紀におけるフ／レンツェの支配階級の「家liを描き，その全体像を把握している

点で，つまり遠い姻戚に至るまで一族の関係者を広く網羅し描写しえている点で，類書を圧倒し

ている．だが視角を拡大しているからといって，決して密度が拡散しているわけではなく，作者

の身近に生きた人々の表現に関しても，類書の中で最高の水準を保っているように思われる．そ
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こでそれらの記述を素栃として，十四世紀フィレンツェの一つの具体的な家族像を描いてみよう．

　先ずその父親について，作者の次のように記している．「神の名において，ア～メン．今やつ

いに，かのフィリッポの息子で，私の父であるランベルトと呼ばれたベルトについて，記す時がや

って来た．（その名がランベルトかベルトかという問題は略）そのベルトまたはランベルトは，中

背で身が締まり，筋肉質で，四肢はとても大きかった．うではすごく太く，掌もとても大きくて，

その巾は半ブラッチオ（1ブラッチオは64乃至68cm）はあった。彼は強くて，大腿で，頑丈で，

しかもとても身軽だった．非常に用心深くて周到であり，やり乎で，大した商人だった．彼はそ

の生涯の大部分をフィレンッェ市外ですごした．だから市政府の公職にはほとんどつかなかった．

非常に若いころ，我々一族の会社のためにメラノ（ミラノ）へ行き，そこで何年もすごした．そ

の後マネッリ家へのヴェンデッタ以前に，やはり会社のために，ドナート・ディ・ミー一　＝・ヴェ

ッルーティと共にフランス等様々の国へ出かけた、さらに彼幽身が参瀦して主役となったヴェン

デッタの後には，その地で一そう長く滞在した．」（p．　111～112）彼はこのフランス滞在中に，岡

郷の大商入ピッチオ・フェッルッチと知り合い，その娘との婚約が成立，結婚のため1298年1月

に帰国するが，再び出発．ヴェンデッタの罪に問われて亡命中でも，この程度の帰国は可能だっ

たのだろう，しかし長男の出生が1306年，次男が1311年であることを考えると，長く別居が続い

ていたことが援察しうる．フランスに戻ると闘もなく，棚棒のドナ～トが死に，披が貸していた

金を取り立てるのに苦労した。　「父の奔走と英国王側透中最大の入々の一入だったアメリーゴ・

（略）フレスコバルディ（メッセル・ランベルトゥッチオのいとこ）との友情のおかげで，大貴

族の一人から，国王自身がアメリーゴのために保証していたたっぷり2万フィオリー二の資金を

取り戻した（略）．」（p．112～113）その後ランベルトは，毎年一定の金を受け取る約東で1310年1こ

帰国したが，ドナートの遺産を取り上げられ，約束の金も払われなかったために腹を立て，～族

の会社と手を切り，再びフランスに戻ったりしながら親しい仲問と商売を続けており，結局蒋名

な銀行家ペルッツィ家の会祇に入る．そしてペルッツィ会社のために，南仏カルカッソンヌ，ア

ヴィニオンなどに長らく滞在し，1326乃至27年にはテユニスに赴任，五年程滞在した頃，妻（作

者の母）が死ぬ．一度フィレンツェに戻るが，再びテユニスに赴任，だが今度はこ二～三年で帰鷹

し，二度欝の妻バニェーシ家のモンナ・ディアーナと結婚する．それは1336年二月のことで，持

参金は300フィオリー二だった．その後彼の外地暮らしは終り，1339年71才でw一マへ免罪のた

めの巡礼をした以外は，毎臼フィレンッェ周辺の教会や修道院をたずねながら，静かに余生を送

った．とはいえ大食漢で，身体も丈夫であったが，1340年に流行病にかかって死んだ．

　榊曲謹中に，「おお幸福者たちよ（略，当時は）央がフランスへ去って，空のベッドに残される者は

一人もなかった」C王｝という一節があるが，作者の母，通称モンナ・ヴァンナことジrmヴァンナこそ，

その結婚生活の大半を「空のベッドに残され」た婦入の典型であったと欝えるだろう．母につい

て作者はこう記す．

　「（略）モンナ・ヴァンナは賢くて美しい婦人で，顔は非常に若々しく，血色が良くて身体も大
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きかった．正直で，とても美徳を備えていた．私や兄弟達を育てるのに葬常な労苦と心配とに耐

えた．というのは，我々には他に叱る人がいなかったと言い得るからで，ほとんど常に父が外地

で暮していたため，特に父親の躾けを受けることがなかったからだ．だから母は，夫がかくも外

地で暮し，しかも美入でありながら，貞潔な生涯を送った点で，大いに賞讃に極しており，また

賞讃された．私は，血色が良くて，若々しい肌をしている点で，とても母親似なのである．母は

偉大な主婦だった．父がほとんど不在で，兄弟たちから独立しており，しかも大家族だったため

に，そうならぎるを得なかったのだ．また苦境に陥った実家の兄弟ビンド・フェッルッチのため

にも大いに尽したし，私が悪人に誘拐された時（後述）も，大いに苦労した．」（p．119～120）彼

女の死困は，夫が貸した金のかたに得た郊外の農園を，長男を連れて晃に行き，帰路落馬したた

めで，その事故の数ケ月後に突然急死したとされている．その模様はかなりくわしく描かれてい

るが，紙数の都合で割愛せざるを得ない．彼女や，あるいは父親の場合にかぎらず，列伝の多く

は死の模様を描くのに最も紙数を割いており，それは岡時にきわめて印象深い箇所であるが，入

情として当然であろう．ボローニャに在学中だったため，作書は母の没年を正確には知らず，死

んだ年令も「40才乃至43才であった」（p．121）としている．

　また作者は，継母についてこう記す．「モンナ・ディアーナは，（親族について略）もとは他人

の妻で，父は寡婦になった彼女を警った．誰も知らない内に，彼女を素早く嬰ったのだ．つまり

当時ピッチオ（作者の兄）以外の家族は，誰一人フィレンツェにいなかったからで，彼は結婚し

た当日，彼女を家に連れて帰った．モンナ・ディアーナは善良でやさしい入で，父と我々とに大

いに愛情を注いだ．我々とはほとんどしゃべることがなかったが，父とも我々とも仲が良かった．

（略）ピッチオは聞もなくシチリアへ行き，．父の死後まで帰国しなかった．私は帰国してから一

年聞，彼女と岡じ家で暮した．父が死ぬと彼女は家を出て，その兄ビリジャルドの家に戻った．

私は彼女の持物や財産を一杯っめた長持を，送り返してやった．その後聞もなく，彼女は病気に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づなって死んだ．父ランベルトの死後その死までは，一ケ月位であった。」（p．118）　なお作者は，

彼女の連れ子が結婚する時，経済的に困っていたので，義母の持参金を返し，立派な結婚をさせ

てやったと記している．

il　兄　　弟

　作者の爾親の閲には，フKリッポ，ピッチオ，作老本人，フラ・ロッティエーリ，ローモUと，

男ばかり計五人の子供が生れたが，末弟ローモロは乳飲み子のころに死亡し，四人が成長した．

　長兄の「フィリッポは，1306年マリーアの日（八月十五日）に生れた．視父の名を取って，フ

ィリッポと名付けられた．中背で，肉づき豊かで，口が大きく，讐が部厚くて，罵も大きく，血

色が良かった．父が大抵不在だったために，母の躾をうけて，若いころは品行が良かった。彼は

一番年長だったが，最初何人かの商入とボルタ・ロッサの会社におり，それからペルッツKの会

社（父の関係だろう）に入り，人々と共に長い間フィレンツェにいて，立派に能力を発揮した．
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そこで彼はピサに派遣され，そζにも何年かいて，ますますすぐれた手腕を添した．そこで彼は，

1333年，シチリアのパレルモへ，責任書として（per　capo）派遣された（略）．彼はシチリアのパ

レルモで，故郷に一度も戻ることなく九年間滞在し，会社のため大いに利益をあげて貢献した．

しかしそこで昧わったすばらしい快楽（per　lo　gran　diletto）や，そこで得た身分のために大い

に堕落してしまった．だから1342年十月，父の死後，アテネ公の治世下に帰国した後は，衣裳，

乗馬，沼使，浪費など，とても雪葉では表わせないほどの贅沢さであった．それは独裁者の治下

にあった国情にも，破産してしまった彼の傭い主（ペルッツE家）の境遇にも，また彼の財政状

態にもふさわしくはなかった．何故なら，彼は嚢中に25フィオリー二しか貯えておらず，会社か

ら受け取る予定のお金も少なく，実際彼は一文も受け取らなかったからである．そこで私は，彼

に我慢させなければならなかったが，万事にわたってそうすることもできなかった、そんなさ中

に，彼はマシーノ・（略）・ジョーゴリの娘マルゲリータを妻に嬰った．彼は彼女によって二人の

息子を得たが，彼らは間もなく死んだ．その後彼の出費が（固定）収入や所得を上まわり，しか

も私の家族もふえた点を考慮して，全部が破産してしまわないため，私は分家しようと提案し，

かくして我々は各々別家となった．分家した後，彼の浪費癖はおきまって，大変吝蔚になった．

しかし付き合いや娯楽は彼を離しておかず，おまけに大食漢で大酒飲みだったために，彼は大損

失を蒙った。彼はバルデK家傘下の会社に身を寄せた．（略）彼は死ぬまで彼らと共に働き，彼ら

からとても愛された．何故なら，彼は頭が良くて，大変な努力家で，葬常に物慣れた商入であり，

帖簿をつけるのがとても上手だったからである．」（p．141～i43）

　彼は1348年のペストで，会社のために大変な苦労をし，その挙句岡年七月廉につき，八鷺聞高

熱を患って死んだ．死の前日，まるで病気が治ったように，近くのサント・スピリト教会に参る

エピソードなどは興味深いが，一族の中で孤立したまま亮んでいったらしく，「遺書をしたため

た際，分家が原因で我々が不和になってから二年は経っていたのに，オルト・サン・ミケーレ教

団を相続人に指定した」（p．144）と記されている．享年42才であったという．

　次兄ピッチオは，「中背で，毛髪も肌色も茶色がかっており，非常に立派な四肢の持主だった

が，あまり有能ではなかった．礼儀正しく，かなりの期間アルテ・デッラ・ラーナに擁わってい

たが，あまり成功しなかった．我々の母の死後（略），彼は一入でフィレンツェにいたため，良か

らぬ仲間と付き合いを始め，度々家計に穴をあけた．特にランベルトやフィリッポの意向や命令

に反して，ヴェツルート（殺された親戚）のヴェンデッタをするためにそうなった．そこで父ラ

ンベルトは，テユニスから戻って妻を姿った時，フィリッポがシチリアにいたので，彼をフィリ

ッポの許へ行かせた．フィリッポは，彼をペルッツィ会社の持船の書記にした．やがて彼は，給

料や商売によっていくらかの金をためると，ナポリにいるジョヴァンニ・（略）・Wッシと組んで

会社を作った．彼は自分で指揮する一隻の船を手に入れ，ナポリとシチリアの闘で商売をして大

いにもうけた．しかし結局の所，もうけはほとんど残らなかった．134◎年五月に我々の父が死ぬ

と，私が一人残り，フィリッポはまだ帰国できなかったので，岡年十一月に彼が帰国した．その
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帰国後，彼には結婚の意志がなかったので，私が結婚した．私が彼を造幣アルテの書記に何度か

就任させてやった時を除くと，彼は何もしなかった．彼はその役目を，立派にしかも公正に，非

の打ち所のない仕方で勤め上げた．その後フィリッポが帰国すると，我々は分家し，彼は国外へ

商売をしに行こうという気持が生じた．ところが彼にはその資金がなく，私がいくらか金をため

ていたので，私にその資金を要求し，私はそれを贋立ててやった．すると彼は，彼の分として罰

り当てられていた家屋敷についての若干の権利を，担保として私に差し出した．私はその後に起

こることが心配で，彼の出発にはある程度不満であったが，彼が同棲している女のことで，彼や

他の人間に危険や不名誉が生じることを恐れて，彼にそのことについての同意を与えた．そこで

1346年，およそ400フィオリー二の資金を持ってフィレンツェを出発し，ヴィニョーネ（アヴィ

ニヨン）へ行き，布地を買って商売を始めた．（布地をロードス島に送って金を得たこと，略）そ

の金で，彼はマシーノ・ソルビと組んだ．マシーノはマルシリア（マルセーユ）にいて，商入用

の旅館を営んでいたが，彼をその旅館経営の仲間に茄えた．彼らは共同の船を手に入れ，船の方

はピッチオが監督，指揮し，旅館の方はマシーノが担当した．彼はマルシリアからピサその他各

地へとますます旅をして，非常に立派にやっていたが，1348年のペストにかかった．ピッチオが

ピサへ来た時，船上でひどく患い，ボルト・ウリーノに近いある場所で下ろされた．そこに一晩

いて，それから死んだ．1348年…月のことで，その後遺体は±地の教会に運ばれ，そこで埋葬さ

れた．後にフィレンツェで葬式を行い，私はその土地とマルシリアとにミニアート・ディ・ラー

ポを派遣し，ヴKニョーネに手紙を書いた．相棒のマシ～ノも死んでしまったので，その妻が全

ての物を取ってしまい，彼のお金も荷物も，何一つ取り戻すことはできなかった．彼は正式の妻

子は全くなかったが，シチリアのトラパー二に私生児が一入いた，彼女はアーニョラといい，後

に記す．」（p．144～147）　ピッチオの享年は39才，作者はその私生児アーニョラを引き取って育て

るが，彼女については後にふれる．

　作者の兄弟の中で，作者自身と益ぶ社会的名誉を得たのは，弟のフラ・ロッティエーリであっ

た．彼は「13乃至14才のころ，修道院（アウグスティヌス派のサント・スピリト教団）に入った．

（略，修道院入りは）そのころピッチオだけがフィレンツェにいたのだから，1329年か1330年ご

ろ（それだと15～16才ということになるが，はっきりしない）だと思う。ランベルトの帰国後，

蕪願式を行った．（ラテン語）文法を知らないので，フィレンツェの内外で文法を学び，同じく論

理学と哲挙とを学んだ．ピサとナポリに留学．彼は新米の司祭となってミサをとなえ，そこへ私

が判事となるために，父の存命中にフィレンツェに戻って来たために，大いに面目を施した．父

が死ぬとフィリッポとピッチオがフィレンツェに帰国し，我々は分家した．その分家に当って，

フラ・ロッティエーリがパリに留学するための費用100フィオリー二を私が引き受け，また彼の

生活費として毎年10フKオリー二を，フィリッポが彼に与えることが決められた．それは遺言に

よって（nel　suo　testamento），父ランベルトが，フラ・Uッティエーりのために，それらのお金

を遺しておいたためである．その内の100フィオリー二を，彼は私から全額得た．その後1348年
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のペストの鋒で彼がパリから帰国した時，私はフKリッポの農園を，（長兄が死ぬ時遺贈した）オ

ルト・サン・ミケーレ教団から買い房していたので，問題の10フィオリー二を，毎年私から彼に

払うことを約束した1彼はそのお金を，存命中完傘に入手した．パリから帰国した後，彼は生涯

の大部分をフィレンツェで滞在し，何度もプリオーレ（修道院長）やプUヴィンチァーレ（管区

長）をつとめ，修道院内では大いに愛されて，尊敬された．私も他の入も，彼から葬常な慰めを

受けた．何故なら，彼は思いやりがあり，親しみやすく，純真で何の悪意も持たなかったからで

ある．身体は大きくて，我々の内の誰よりも大柄で，とても立派な四肢の持主で，肉付きも良か

ったが，ひどい病気持ちで，そのため何度も園復しないで死んでしまうのではないかと心配させ

た．大食漢で，大酒家で，健啖家で，疵痛と痛風の気昧があった。ついに神は，突然彼を御許に

お招きになった．それは1367年3月27日で……（略，彼はただ一入中庭で松の実を敢っていた時

に倒れ，一度意識を國復したが死んだ．卒中だとされる）．それは私にとって大損害であり，大変

な不幸だったが，修道院にとってもそうだった．」（p．151～153）

　なお人々は彼を司教にしようと考えており，同ページの注によると1351年に市から推薦を受｛す

た入々の一人だという．しかし53才の若さで没したためにそれは実現しなかった．しかし高位嚢

職者だったことは確実である．

　以上五入の兄弟中，成入した者四入，正式の結婚をした者二入，正式の檀続入を残したのは，

実は作者一入であった．

　その財産の分配を児ると，先ず修道院入りした弟の場合，一時金1θ0フィオリー二と年金1◎フ

ィオリー二，ただし文面によると年金はパリから帰国した後に支払われている模様で，圭343年の

分家以降，67年の死まで，最大限に見積っても延べ25年分プラス1◎◎フKオリー二で計350フィ

オリー二，実際には300フィオリー二星らずしか与えられていない．次兄ピッチオの場合，資本

金と引きかえに家歴等の権利を放棄しているが，その際得たのは，彼が持っていった4◎◎フィオ

リー二全額ではなくて，300フィオリー二であったと別の箇所で記しており（pほ9◎），その程度で

財産権を放棄したものと思われる．長兄のフィリッポは，分家の際に腹を立てて，遺産をオルト

・ サン・ミケーレ教団へ遺贈するという思い切った季段を取るが，作者はその後その農園を舗単

に買い戻している．要するに，父ランベルトが残した遺産の基本的な部分は，最も有能な怠子で

ある作者の手中にほとんど集っているのである．

ll妻　　子

　先のような結果が生じた経緯を再検討してみると，第一に気付くことは，財産の分配の仕方そ

めものに問題があるということで，たとえばピッチオの場合，家屋の一部分の権利を分配されて

いるが，このような分配の仕方では，たとえゴールズウエイトのいうように「等分に（equally）」｛2｝

分配されていたとしても，各欄人が完全にその恩恵に浴することはできないのである．事実ピッ

チオは，商売を営む資金の一部300フィオリー二と引きかえに，自分の掘続権を放棄している．
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その金額が，フラ・ロッティエーリの全生涯に援助として払われた総額とほぼ等しいことも注目

され，また1335年，ピッチオが独立するより約10年前に父ランベルトが後妻を姿った時，彼女が

持って来た持参金の額とも等しいのである．偶然この家族には嫡出の女子がいないので，持参金

を払ったことはないのだが，義母の持参金は一応の譲安を与えてくれるのではあるまいか．だと

すると，男子の独立資金も，女子の持参金も，ほぼ30◎フィオリー二程度であったと推測しうる

のではないだろうか．ということは，均等配分という原則はあっても，それが杓子定規に適用さ

れたわけではなくて，一応名欝的な権利はあっても，実際の適用には状況に応じた便宜的な処置

が取られることになっていたと考えうるのではあるまいか．しかもその場合，一族の基本的財産

を有する側が圧倒的に有利な結果を生じたのではないかと考えられる．

　そこで問題は，家屋や店舗などといった基本的財産を誰が継ぐかということだが，作者の四兄

弟の場合，300フィオリー二を次兄に支払ったのが作考である以上，当然作者がそれを受け継い

だと考えうる。しかしその決定がスムーズにいかなかったことは，作者霞身が記している通りで

ある．こうした兄弟間の競争において，簸終的に物を言ったのは，やはり本人の実力だったと思

われる．そして，その実力の判定が最もはっきりと現われるのは，いかなる槽季と結婚している

かということではなかっただろうか．フラ・ロッティエーリには勿論その資格はないが，兄のピ

ッチオも生計が不安定だったために，結婚を断念している．長兄フィリッポは一応結婚している

が，その実家はジョー一ゴリ家といい，前述のメカッティの資籾3｝にも，ダーヴィトゾーンの索引㈲

にも・一度も登場していない点から見て，取るにたらぬ一訪契であったようだ．それに舛して，作者

の妻の実家コヴォー二家は，その実父がG．G．であったことからも明らかな通り，ほぼヴェッル

ー ティと岡格の家柄であった15｝こうした場合，実力の差が，結婚相手の実家の格差となって現わ

れていると晃ても良さそうである．そうした事情をより端的に示すのは，父ランベルトの三人の

兄弟で，彼には母を問じくする弟～入と，異母弟が二入いたが，異母弟の一人は幼時に，他の一

入は青年時代に死に，岡腹の弟ゲラルドのみが正式の結婚をして嫡子を持った．「彼は鞍屋のル

スティコという男の娘と結婚した．しかし父がフランスにいたため父にも知らせず，また親戚の

誰にも知らせずに行われた．そのことについて，父や親戚は，身分違いの縁組（vile　parentado）

なので不満だった，」（ρ．107）　他方作者の父宙身はフェッルッチ家の娘と結婚したが，このフェ

ッルッチ家は，ヴェッルーティ家とほぼ間格の家格であっだ6）こうした点を考慮すると，こうし

たふさわしい格乎との結婚こそ，当時の支配階級の家において期待されていた結婚であり，その

期待に沿えない場合，たとえ結婚しても社会の指弾を受けて，十分な社会的活動を行い得なかっ

たといえるのではあるまいか．だからすでに時代遅れの感もあった親戚のヴェンデッタを企てた

こともあり，古い一族意識を濃厚に保持していた次兄ピッチオは生涯結婚しなかったし，逆に修

道院を脱走した叔父ゲラルドや，シチリアで身分不相応の贅沢とを身にっけた長兄フEリッポは，

強引に結婚したが，その晩年には一族の中で孤立した．勿論一族の記述の中には例外もあり，そ

れは作書が可愛がって援助していたベルナルド（前章参照〉の場合である．「それから彼は，ビン
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ド・フォルキの娘モンナ・リーザを妻に嬰った．彼らは我々および特に彼（ベルナルド）らの大

の友人であったが，その縁組は私の気に入らなかった．何故なら，身分も違えば毛色（生活状態）

も違っていたからだ．しかし彼には気に入り，しかも彼が山（修道院）に戻ってしまうことをお

それて，私は彼に同意した．」（p．42～43）フォルキ家は，系統はともかく，十五世紀末に二度ほ

どプリオーリに就任する一族｛7｝で，やはりヴェッルーティ家とは比較にならない，小さな家であ

ったらしいが，作者は一度突然修道院入りを志願して一族を驚かせたことのあるベルナルドに遠

慮して結婚を認めたということである．しかしこの記述自体が，前述の上層市民階層の結婚観を

明瞭に裏付けている。またベルナルドの系統からは，彼自身を除くとその後G．G．やプリオーり

を一入も出さなかったようである．　｛8｝

　さらに注目すべき点は，たとえ財産が分配されても，その財産（または待参金）には，一族の

共有財産という性格が潜在的に備っているという事実，またその財産に一族の監視の霞が光って

いるという事実で，叔父のゲラルドが遺産を勝手に処分したことを，兄や甥（作考〉は憤概して

いる（p．107）．こうした社会通念に忠実であるかぎり，遺産は大事に保全され，持主が継鯛なし

に死ぬと，その財産の再び一族全体の財産という性格を明瞭にして，一族の所有に舞い戻る．

　上述のごとき諸条件，つまり遺産は実際上利用が困難なこと，結婚や独立が困難でありしばし

ば格差や不利益をもたらすことなどの事情に，当時の死亡率の高さを繍昧すると，一応公平に分

配された筈の遺産が，意外にまとまった形で次代に伝えられていく事情が理解しうる．

　ところで作者は，生涯に二度結婚し，最初の妻からは七男二女，二度呂の妻からは少くとも男

子一人以上を得た．最初の妻との結婚を彼はこう記す．「友人や親戚からすすめられて（stimo｝aio＞，

私は妻を癸る気になった．翌一月に，メッセル・コヴォーネ・ディ・コヴォーネの娘と結婚し，

妻に迎えた．彼女は美人ではなかったが，やさしくて賢く，とても善良な女であった。私は彼女

に至極満足した．親戚といい，彼女の存命中私が世聞で大いに幸運に恵まれたことといい，おか

げで何もかもうまくいった．」（p．160）　ここで彼は特に記してはいないが，メッセル・コヴt一

ネが，G．G．をつとめた程の大物法律家であったということは，彼の公的活動にとって，当然大

いに有利に作用した筈である（ただし結婚はその死の翌年であった）．作者は何度もくどくこのモ

ンナ・ビーチェを賞め讃えて感謝しているが，「美人ではなかった」と二度も（p．160とp．290）断

っている点はフィレンツェ人らしい。「彼女は1348年のペストでひどく患ったが，薫に一っも生

き延びた例がないのにうまく生き延びた．」（P。290）彼女は信心家だったらしく，1350年の大赦

祭にはローマへ赴き（p．193），また死ぬ弟にも十分な準備をして（p．29◎）死んで行った。五男二女

を生み，央とは約17年一しょにくらしている．

　1357年七月に最初の妻を：失った彼は，翌一月に再婚するが，二度Bの妻とその一族にっいては，

羊皮紙の欠落があるため根当あいまいで，性格描写すら残っていない．ただ妻の実蒙のすすめで

再婚したと記している所が興味深い．「妻，すなわち私の家族の管理をしてくれる婦人がいない

ために，親族や友人，特にコヴォー二家のベルナルドやベッティーノ（義理の兄弟たち〉からす
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すめをうけたため，私は彼らに同意せねばならなかった．」（p．223）結構候補者は多かったよう

だが，コヴォー二家の入々は作者が娘と結婚することを好まず，飽方亡妻はそういう事態には未

［i入と結婚してはならないと何度も言っていたので，結局同じ年の五月に結婚して十月に爽を失

った善良な美人と結婚して，両方の要望の折衷を試みている．（p．223～224）その他くわしいこと

は分らない．

　子供たちについての記述は，最後の部分が欠落しているため，長男ランベルト，次男ニッコロ

ー の記録しか残っていない．

　「ランベルトは，1341年三月十八臼に生まれた．彼はとても美しい子で，色が臼くて，血色が

良く，ばら色をしており，顔立ちが良くて……」（p．310）と嬰児のころの美しさが強調されてい

るが，当時の風習に従って，生れた直後の復活祭に教会へ参ったあと，背中に皮膚病が生じ，い

くら温泉で湯治しても効果がなく，宿腐となった．しかし，それにもかかわらず，商人としての

素養を身につけて成長する、当時の商入の教育を知るための資料の一っである。　成長したので

挙校へ行かせると，読み方を学んだが，記憶力も知力も非常にすぐれていた上に，上手にしっか

りと喋って皆を驚かせた．彼は勉強してよく学んだ．だからわずかの聞に，立派な（ラテン語の）

文法家となった．私が彼に算盤を習わせると，短期問の内に，立派な算盤の使い手となった．そ

こで学校をやめさせて，アルテ・デッラ・ラーナで店をやらせたが，先ずチオーレ・ピッティと

組んで，次にマネンテ・アミデイと組んでやらせ，私は彼に経理をやらせた．何年かの閥，その

方E　cs好きになれなかったようだが，やがて熱意を承し始め，非常に注意を払って熟達したため

に，この土地の誰にも負けないようになった．彼に収支の帖簿をまかせると，まるで四十年来そ

の仕事についているかのように冤事に取りしきった．もし彼が生きていたら，その知力やすばら

しい記憶力のために，わが圏でも有数の経理通，商人となっていただろう．」（p．311～312）その

反薩享楽家でもあり，「彼は大食漢で大酒家であり，好んで青年たちと付き合い，余りにも気前

よく食べ，浪費した．」（p．312）　しかし1363年七月，皮膚病は急に悪化し，下半身の一部が腐り，

大手術も効果なく22才の若さで死んだ．作者はその病気の模様をかなりくわしく書き残している

が，余程残念だったに違いない．他方次男は，4才の時ペストに死んだため，わずか四行しか記

されていない．以上が我々に残された具体釣な家族像の要約である．

第四章　脅　　伝

法律家の誕生一一一家業の概念

　第一章で見た通り，本書には約14◎ページにおよぶ自伝的叙述を含んでいる．その中には自慢

話めいた箇所もなくはないが，やはり一族の中で，作者自身が祖父フKリッポと共に，市政の面

で最も重要な役割を果した人物である以上，避けるわけにはいかなかったことも事実である．一

族の記録と自伝とが大きく重なり合うということは，一一ge幸福なことのようだが，この作者の場
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合，優秀な長男を失い，子供たちはまだ幼くて先の見通しも立たず，大げさに言えばお先真暗な

状態だったのだから，自分の輝かしい経歴を子孫に伝えたいという気持も切実だったに違いなく，

こうした事情こそ本書執筆の直接の動機だったと晃ても見当はずれではないだろう．

　「私の晃出したところによると，私は1313年七月六日に生れ，他の誰よりも，母と兄のフィリ

ッポの訓育を受けて育った．中背で，肌はバラ色で血色が良く，色白で四肢が小さく，若いころ，

まだ妻を婆る前には，とても健康で，熱病をはじめ，他の病気の気もなかった．とても身軽で身

体は引き締っていた．ところが妻を姿った後には，私は7～8年乃至はそれ以上胃痛や痛痛を患

い，その後体質が変って痛風にかかった．それは私をひどく苦しめたが，私の発病は1347年で34

～ 35才のころだった．そのため時々熱が出たがそれはわずかだった．」（p．154）

　こうした簡単な自己紹介の後に，彼の國想は，幼時の「生涯で最も危険な冒険王㌔にさかのぼ

る．「私が1◎才かそれ位だったころ，ある帝民にそそのかされ，案内されて，ある夜おそく，お

金を持ち，武器を取るために（略）城外へ出た．（略〉私は愚かで，奉仕したい一心だったので，

わなにかかってしまったのだ．ムニョーネからファエンツァへの道中を進んでいくと，突然野原

から三人の男が現われた．彼らは例の男（案内者か）と共にナイフを抜きはなち，私を捕えて猿

ぐつわを囎ませ，ひそかに私をムニョーネに連れて行った．」（p．155）　その後賊たちは彼を各地

に連れ歩くが，ボルゴ・ディ・プッジァーノという所で，宿の主入が彼らの様子を怪しみ，ポデ

スタに訴えたため，賊たちは捕えられ，一方作者はそのあたりの領主カストルッチオ・カストラ

カー二に保護され，当時フKレンツェと敵対していたにも拘わらず，カストルッチオは作者を丁

重に送り返し，使いの兵は謝礼の金や着物すら受取らずに引き返した．デル・ルンゴらの注に「作

者はこのことについて細々と語りたがらぬ」（p．156）とあるように，事情のはっきりしない事件

だが，いずれにせよ無事に戻れたのは幸運であった．

　作者の法律家としての生涯は，その帰国後から始まる．「帰国後，私は文法と論理挙を学んだ．

そして1329年にボローニャに留学し，そこで大変な不便を忍びながら，八年乃至九年聞勉掌を続

けた。」（p．157）　ところが当時ボローニャの政治が極めて混乱した時代で，1334年教皇使節ベル

トランド・デル・ポッジェット枢機卿が追放されたのに短して，時の教皇ベネデット十二世は，

1338年三月に聖務停止令を宣告する．そこで興味深いことに，聖務停止令は学問研究や教育に

薄する禁令でもあったらしく，ボローニャ大挙は閉校となり，作者は友人と共に帰圏し，フィレ

ンツェ郊外で勉学を続けた．これは作者にとって予想外の事件であった．「もしその停止令がな

かったら，それは私の学業の最終挙年に当っていたので，どれ程お金がかかっても，私は挙位を

得ていたであろう．また個入試験用の4◎フィオリー二を，父は私に送ってくれた．しかし大部分

の学者が出発してしまっていたし，これは名誉のために行われるものなので（questo　si　fa　per

◎nore），結局私は試験を受けなかった弓（p．157～158）その後彼ξま友人と溺れて帯内に戻り，独

学で学問の仕上げに励む．「私はこっそりフィレンツェに向った．冬の闇に勉強しておいて，夏

に姿を現わそうと，他入に知られずに家に籠ってvk．」（p．158）
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　そのチャンスはすぐに訪れた．それは，前章で記したピエーW・ヴェッルーティのコッレ行き

である．1338年十一月から翌年四月末田まで，作者は最初の公務を立派に勤め上げて，五月一日

に帰團した．

　問題は次の段階である．すでに晃た通り，作者はボローニャから学位を取らずに帰国しており，

縁故で仕事についたものの，その資格がどこまで通用するか疑わしい．ところがはなはだ呆気な

く法律家として受け入れられているのだ．「その後私は，岡じ1339年五月の被昇天の日まで，家

から一歩も外に出ずに，嶋りをひそめていたが，その臼の翌B，私が市庁舎に赴くと，判事や公

証人に迎えられて敬意を表された（fui　veduto　e　onorato）．こうして私は宮庁（注ではポデスタ

職やカピターノ職）や市政府（シニョーリその他の行政府）で実務を担当している内に，大いに

注文を受けた（era　assai　richiesto）．」　（P．159）このあたりは甚だ簡単であるが彼が有力な家柄である

ことや，何よりも彼が優秀で法律実務に明るかったこと，そして彼のような専門家が求められて

いた（後の彼の活躍ぶりや，多くの任務を辞退していることから推測しうる）ことなどが，正式

の学位を取っていないというハンディを補って余りあったのではあるまいか．さらにその二年後，

すでに物故してはいたが大物だった法律家の娘を姿ったことは，彼のこの方面での地歩を固めた

筈である．

　父ランベルトは怠子の活躍を兇て喜び，嫁を取るようすすめている（p．117他）が，彼は兄たち

が独身なので断わる．未婚の兄二入よりも先に，彼に結婚をすすめているという事実は，父が彼

を家の後継者として認めたとはいえないだろうか．勿論余り断定することはできないが，実際の

経過を冤ると，彼は兄二入より先に結婚し，またその後も一族の中心になっているのだ．

　ここで注罎すべきは，法律家という彼の職業が，一族で最初のものであり，彼以後で分ってい

るのは十六世紀のメッセル・ルイージだけだという事実である．〔2怯たアルテとの関係では，法律

家の場合，「判事および公証人組合（Arte　dei　Giudici　e　Notai）」に加入するのが自然な筈だが，

彼は少なくとも私の見たかぎりでは，自伝中（かつまた作品全体を通じて）一一・rWxもこのアルテに

言及していない．それに対して，自分が加入したとは記していないが，次兄ピッチオ，長男ラン

ベルトが加わっている点から考えて，「羊毛組合（Arte　della　Lana）」とこの一族との関係は極め

て深い。また長男に商売をさせる時，彼自身も資金主として半ばその事業に参加しているといっ

ても良い．当時のアルテは，その事業を行っていなくても，参政権を得るために「休業者（scio一

ρerato）（3）」という資格でカH入することが可能であり，全く自分と関係のない業種のアルテに癩入

した例は数多い．したがって，彼が一度も書及していない「判事および公証入組合」ではなくて，

「羊毛組合」の一貫だったという可能1生は極めて大きいように思われる．勿論いわゆる大アルテ

と，それに圧迫されて対抗している小アルテとは相当事情が違う筈だが，アルテに基づく階級的

連帯意識などといったものも，後世の歴史観が仮託した幻想に過ぎない場合が少なくはなさそう

に思われる．少なくともフィレンツェの大アルテの場合，むしろ支配階層が権力や役職をプール

してたらい圓しするための機構の一つと見てよさそうである．だからアルテは欄人の職業よりも，
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家業と密接に結びついており，時たま無関係の職業にっいた場合でも，アルテとの関係は切れず

に続き，次の代にはまたっながるようになっていたのではないだろうか．だから作者は，法律家

であると同時に，羊毛商人の一族の家長であり

たといえるだろう．

政治家としては，むしろ後者の役割を果してい

li　公職の概要

　法律家として出発した作老は，やがて法律実務家から政治家へと転身していく．そこで先ず注

碍すべきことは，作潜が自伝の大部分を公職について記すだけで，自らの私的経済活動にっいて

は殆んど触れていないという事実である．フレスコバルディ家等の遺産問題についての記述とか，

ペストについて「私はそのおかげで，その年ゆうに10GOフEオリー二，その後二年間でやはり

1◎00フィオリー二稼いだが…」（p．191＞などといった文章に時たまその痕跡が現われるのを除く

と，まとまって記しているのは次の一文に尽きるといっても過醤ではない．「たしかに～面では，

市政府の名誉（職）が，私にとって極めて有利であったことは真実である．というのは，そのお

かげで，また私の才覚とによって，私はほとんど常に，バルディ，ペルッツK，アッチァイオー

リ，ボナッコルシその他多くの会社の監査役の顧問をっとめ，沢出の給料や手当を得たからであ

る．また有給の顧問を設けた市政府の多くの役所でも縄様だった．」（p．189～19◎）その後，翻度

が変って市政府の顧問が無給舗になったとしているが，こうした記述は，通常無給で行われたと

思われる名登職についての記述に比較するとはるかに乏しい．

　さてその役職に関しての叙述に移るが，実は余りにも長すぎるので，筒単にまとめて触れる他

ない．彼の公的活動は，その性格上三つの時期に分けることができよう．第～期は13崔3年七鐸，

アテネ公の独裁政権崩壊の時まで，第二期は1356年ナ月二度輿のブリオーレ職を終るまで（ある

いはその翌年の妻の死まで）の時期，第三期は，それ以後死ぬまでの期間である．

　すでに見た通り市政府等に出入りしはじめた彼は，1341年十一月，4◎人委員会のメンバーとな

り，さらにプラートへの使節を勤めたりピストイア問題の12入委員会に選ばれたりしており，1342

年九月にアテネ公の独裁が始まると，独裁謝下最初のプリオーリ六入の一一人に選ばれた。「暇、は

とてもそのことで困惑したが」（p．161）と記しているが，29才という若さを考えると，ジesヴァ

ンニ・ヴィッラー二が葬難している程ではなくとも，（4｝やはり異當な入事であった．作者はこの悪

名高い独裁者に可愛がられた．　「私は大いに彼の愛顧を蒙った．それは彼が私を純真で公正だと

児たためで…」（p．162）と記す。作考の方でも畢々と400フィオリー二もの金を献金したが，ア

テネ公はそれを返した上で彼を「貧民の弁護士（Avvocat◎δe冶overi＞」（p．162）という独特の

地位を与える．しかしアテネ公の助言者が他の入々の干渉を好まず，しかも公が懇政で評判を下

げるのを晃て，彼は巧みにこの独裁書から遠ぎかった．「私はそうしたことを見，彼が市践の闘

で不入気になるのを兇て，穏便に（do茎cemente）彼からはなれ始めた．ただし全藤的にではなく

部分的に，何も求めず，祝臼のミサを聞きに行く時以外には彼の前に出て行かず，それもたまに
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しか行かなくなり，敬意を表しつつ離れていった．」（p．163）　そして1343ff七月，市畏の蜂起で

アテネ公が追放されてしまうと，彼は市の大権をにぎる玉4入委員会の～員に選ばれてしまう．こ

のあたりの見通しの良さと行動力こそ，その後十数年間市政の主要メンバーたりえた能力を示し

ている．14入委員会はそれまで六つに分れていた区画を，四つに変更するが，その時の五人の箋行委

員の一一人となる。またストロッツィ家等豪族や暴民の蜂起に対して説得鎮撫する役を引き受け，

さらにシエナ，アレッツオ等との交渉，ペルージァや，Wマーニャ地方の領主達との交渉にも加

わり，各地に派遺されて不露由な旅を体験した．また1345年にはピサとの交渉で，サン・ミニア

ー トに薦臼聞も滞在して粘り強く交渉し，その旅の途中では，フEレンツェ領内の水争いに巻き

こまれ，大変な生命の危険を感じたこともあった．さらに1350年，妻が大赦祭で留守だというの

に，ボローニャ等への使節を命じられた．このころから，痛風が激化したせいか，使節をひどく

つらがるようになり，しばしば懸辞するが，仲々うまく避けることができないようだ．

　2351年三月，彼は市の最高の宮職といわれるG．G．に選出されたが，それはピストイアをめぐ

って，ミラノ大司教ジョヴァンニ・ヴKスコンティとの関係が最も緊迫した時期であった．フィ

レンツェ市はすぐ隣りのピストイアがミラノの手中に落ちることを恐れて，当時岡市から追放さ

れていたカンチxッリX一リ家と共謀し，秘密裡に兵を送って占領し，その後議会を召集して了

解を求めた．作者はその座長（preposto）として，全てを指導したが，派兵の結果ピストイアに

政変が起こり，フィレンツェ市の勢力下に入った．この時ピストイアでは混乱のために市民が多

くの被害を受け，教会はその強引な処置を怒って，最高責任者である作巻に三年問の甕務停止の

処分を課した．市筏たちの問もその強引なやり方に封する批判の声は高かった．しかしこの処置

のおかげで，その後攻めて来たヴィスコンティの軍隊は，ほとんど得る所もなく引き揚げたのだ

と作書は儒じていた．兎に角この際には，彼はフィレンツェ外交の完全な最蕩責任者として行動

しており，それだけに蕃労も大きく，そのあたりの描写は第二章のブオナッコルソの略伝と並ぶ，

この作鐵中の臼属と兇なしうるのではあるまいか．「ぞうした事件の閥に，私は心配や思案で，

かっていかなる場合にも体験したことがない程のこの上ない苦労に耐え，夕方まで食事が取れた

ためしはなかった．またニッコロー（岡僚のプリオーレ）と私とは，いつも真夜中の鐘まで起き

ていて，夜明けの鐘で嗣を覚ました．（略）我々は入々の問で，汚名や葬難を浴せられた．彼らは

秘密を知らないので，ピストイア問題は我々のせいだと考えていた．そうした中傷は，他の誰に

もまして，私に向けられた．」（p．206～207）しかしそのすぐ後に「私は肉体的にも精神的にも大

変な幸いを得た。（略）その期聞中に，かってなく私はヤツメウナギや魚を食べたため，癌痛も胃

痛も痛風も全然感じなかったからである．j（p．207）ということばが現われる．またこうも書く．

「私の魂がもっと罰を受けるのではないかと心配したのは真実である．というのはあの時，殺人，

放火，強盗その他私を苦しめた多くの罪が犯されたからだ．あれはそういうことを起こすために

ではなく，将来起こるであろう多くの悪を予防するために行われたのだ．（略，フィレンッェの司

教が不在のため）私は四年聞聖務を受けられず，免罪されなかった．彼が戻って来た時，私がそ
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の事件について話すと，彼はこう書った〈もしあなたが手を打たなければ，この国は暴書の支配

下に服し，十万の女が嬉婦となって転落の道を進み，無数の男女が死に，また世界中を乞食や放

浪者となってさまよっていただろう〉．こうして私は完全に免罪された．」（p．208）その後何度も

教皇や皇帝根手の交渉に派遣されそうになるが，彼はうまく逃げる．しかし1356年6月には，つ

いに，免税権をめぐるピサとの交渉役の一入に選ばれ，ピサやシエナへ向う．長期の交渉の末、

シエナとの問に交渉が成立，フィレンツェは敵対するピサの港の使用をやめて，代りにシエナ領

のタラモーネを利用することになった。これは大転換であった．

　その帰国後，聞もなく彼はプリオーレに選ばれる．この時はC我々にはほとんど溺事がなかっ

た。何故なら領地が平和だったからで…」という状態（p．222）であったが，それでも「実は肉屡

たちが取った邪悪な手段を考慮し（略），肉屋から総代役を取り上げて，他の入々に代えた．その

ため彼らは私に短して大いに敵意を抱いた」（p．222）とも記す．ここで第二期は終る．

　それ以後も，賞典厨委員，税務委員，地区の旗手，ビッビエーナ問題委員等，結構役職にっい

てはいるが，もはやその活動はかってのように華やかではない．やがてピサとの戦争が始まり，

ピサの傭兵軍がフィレンツェ市内を荒らしまわり，ヴェッルーティ家の農園も被害を受ける．（p．

237）　フィレンツェは，財力で格手の傭兵軍を切り崩し，何とか和平に待ちこむが，伶者はその

折の八人の批准委員の一入でもあった．

　ところで第三期に作者の活躍がかっての華やかきを失ったのは，1351年に愛けた難難や痛風等

にもよるが，市内におけるアールビツィ家対リッチ家の抗争が激化したことが直接の原凶であっ

た．その抗争は，作者がG．G．を勤めた50年代の初期から公然化しており，作者は「求められて

もどちらにも近づきたくはなかった」（p．241）と述べているように，中立を保っているつもりだ

ったようだが，しかしSO年代のボルサ（名札入れ〉から一族がほぼ除外された（p．243）点から考

えると，当時主導権を握ったアールビツィ派からは，反文寸派と晃なされていた可能性がある．

リッチ派は，ア～ルビツィ家がアレッツオ出身であることを利用し，グェルフK党の資格審査を

きびしくして，彼らをギベッリー二派という名欝で締め出そうとする「改革（riformagionehを

提案する．作者は「皆がグェルフィ党員を役職から締め出して，ギベッリー二党員もしくは真の

党員以外の者がふえていくのを見たため」（p．243）この提案に賛成する．ところが市の実権を握

ったアールビツィ派は，予想に反してこの案に賛成，むしろこれを反対派の弾圧のために利胴，

一説によるとこの法規を適用しはじめた1357年から1366年までの間に，2◎0人もの市畏が被戒告

者（アンモニーティ，公職から追放される〉の仲間に入るといデ51状態が現わ耗今度1まリッチ

派がこの緩和を求め，作者も懲分はリッチ派だとは認めないが，岡じ要求を鞍拗に提案した．も

っともその立場がたまたま～致しただけで，彼もリッチ派だと見なすわけにはいかないようであ

る．アールビツィ家の入々とも交渉があり，またかなり彼霞身の考えを主張して爾派の紳介役を

っとめているからである．やがて1366年九月に1ま，12入委員会に捕わり，「改革」の骨抜きのため

に活躍，その翌年には，「改革」に歯止めが加えられた．
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　1368年，ドイツ皇帝カール四世がイタリアに来て，各地で混乱を惹起した．このころ同族のベ

ルナルドがプリオーレとなって外交交渉に貢献した。一方作者も，1369年グェルフK党のカピタ

ー ノという，重要な監視役に就任し，その時点でこの記録は終っている．

　ところで彼自身のその後の寿命は短かく，翌70年七月にG．G．に選ばれるが，その就任第一日

演の七月一一Bに，市庁舎で急死した．当然公務中の死だった筈だ．満57才に達する直前であった（§｝

lii作者の特性

　以上の宙伝および他の記述から，作者の個性あるいは特長を推測してまとめに代えておきたい．

彼は何よりも先ず，脊能な実務家であった。彼の交渉説得や立案の能力が当代一流のものであっ

たことは，若い頃に矢継ぎ畢に任じられた職務や使節から推測しうる．しかし，G．G．のような

最高責任者になった場合，そうした有能さは，渇標の過度の単純化という形で，しばしば短所に

変わる．1351年のG．G．時代のピストイアに短する施策などはその端的な現われである．その施

策自体の結果よりも，派生的に生じた不測の事態のために，葬難を一一身に浴びている．彼の政治

的生涯がやや龍頭蛇尾の印象を与えるのは，根本的には彼のそういう性格に基づいているのであ

ろう．第二にやはり特筆すべきものは，彼の冷静さではないだろうか．だからアテネ公の愛顧を

受けても有頂天にならず，逆に1351年のG。G．の時に非難を受けても取り乱すことはなかった．

アールビツィ派とリッチ派の抗争の中でも，不利を蒙りながらも粘り強く短応して，60年代の後

半には一一一S，Xの地歩を圃復している．前ほど華やかではなくとも，決して失脚していない．その冷

静さは，自己の行為を描く時の醒めたξ｛に端的に現われる．G．G．時代について，珍しく霞らの

苦労を述べた箇所があるが，すぐその直後に，魚類を食べたおかげで痛風がましになったという

記事や，断食の効用についての意兇が続き，爾すかしを食わされる．第三に，曽祖父がパテリー

二派と戦い，祖父がジアーノ・デッラ・ベッラ追放の張本人だったという，正真正銘のグェルフ

K黒派の家に生れた彼は，生粋の保守派であった。彼がリッチ派に共鴫して，（保守的）「改革」に

賛成したのは当然であった．二度臼のプリオーレ在任申，肉屋仲闘に憎まれたのも，ごく自然の

成り行きであった．しかし前述のように生来冷静な彼は，保守的感性を憎悪や敵意などといった

はげしい情念に転化することはなかった．；整曄別れした形の兄に対しても，親愛の情を失ってい

ない．第四に，彼は非常に信心深く，その信仰は単純で具体的かつ実践的である．先楓たちが行

った教会参りや教会への審進を，何の保留もなしに善行と晃なしている．修道士である弟を敬い，

妻にはローマの大赦祭に行かせている．その彼が聖務停止の処分を受けたのはショックだった筈

だが，冷静に時期を待ち，司教自らによって免罪を受けている．形式にのっとった宗教的儀式を

重んじ，宗教改革者のごとき教会への不信はないし，偽善に対する批判もない．第五に彼は，財

薩権の追求にはきびしかった．M・グリエルミネッティが「ドナートは，ヴェツルごティ家によ

って貯えられたものの，一一族の様々な分枝に分割され，しかも不当に管理されたために細分され

てしまった富を守るために，Eら必要な精力を注いだことを告白している．たとえば財力や精通
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している法律知識などを利用して，親族の相続財産を入手することが可能な機会があれば，彼は

そうすることを決してためらわなかった」7｝と指摘しているが，彼の冷静さと実務能力が，特に財

産の所有権に関して，このような冷酷な現われ方をしたことは否定できない．しかし最後に，上

述のような冷静さやきびしさのみを強調する余り，この作品にみなぎる入間感惰の豊かさを無視

しては不公平となるだろう．それは家族たち，特に長男ランベルトの病気や死の描写などに著

しい．しかし蔑夫入についての記述にも見たように，その描写には掬捌があって決して感傷に溺

れてしまわない．しかも作書は自分に不都合なことでも（多少弁解めいてはいるとしても），黙殺

するような真似はしない．たとえば，シチリアから引き取った次兄の私生児アーニョラについて，

「彼女が適令期に達した時，私は彼女を嫁にやろうとしたが，彼女も私も不運だった．3◎◎フィ

オリー二まで（持参金を）出すつもりだったが，それでもしかるべき粗季が晃っからなか一）た．

ついにある時期がすぎ，事情が娃転しないでいると，私に関して，親戚や他入の聞では，彼女を

家から出したがらないのは私なのだ，という噂がささやかれた」（p．艮8＞と記し，乗亡入となっ

て彼女が戻って来た時，再婚させようとしても仲々繕手が晃つからないので，　「私の名誉のため，

また彼女を必要としていたので」，弟フラ・ロッティエーリの教団で引き取ってもらったことなど，

一種の醜聞に近いことをも記録している．こういう率直きのおかげで，この作品の中には当時の

市罠感情が，生き生きとした形で保存されているのだろう．

　なお本作品の紹介のためには，マネッリ家に対するヴェンデッタをはじめ，他にも記すべき事

柄がいくっかあるが，他の機会に譲り，本論はヴェツルーティ家および作者にっいて，大体の韓

郭を伝えることにとどめたい．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完｝

渡

第三章

（1）　ダンテ，「神繭』，天国篇，第十嚴歌，難8～120行．

（2）本論第二章の注〈6）参照．

（3）　G．M．　Mecatti，　op。　cit．所珂又．

（4＞　Robert　Davidsohn；Storia　d三Firenze，　Vol．㌔圏，恥慮ce，　Flrenze，1973．

（5＞こうした推論の根爽は，G．1・1．　Mecatti，◎p．　cit．び）衰によると，共利凝時代のFlre照eで，　Ve｝撤1寒がG．　G．を4人とプ

　　リーk　一りを29入出したのに対して，C◎vonl家は，　G．　G．を6入，プリオーljを23人，含計数33蛎29と規撲が雑翻こ畿てい

　　るからである．（三bid．，p．463と夢．277）

（6）Ferrucci家は4人のG．　G．と20人のプリオーりを出している．（ibid．，　p．　316）

（7）　ibi（玉．，　p．323．

（8）本書の巻宋に付された，作者の六代欝の子孫Paelo　di　Messer　Luigi　Vellutiが牽六世紀の墨ばに書いたAddizioni（追記）

　　には，1388年以降にシニョリーア入りした通算15人の名鵡が記されているが，全て作悉メッセル・ドナーテKの子孫ばか

　　りである．子孫の繁栄を望んだ作潜の顯いは達戒されたと喬えるだろう．しかし作書蹴身の時畿がその最盛期の一っであ

　　ったことは確実である．

第瞬章

（王｝　　C．　Guzzoni，　op。　cit．　p。32．
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｛2）少くとも，シニョリーア入りした人々の中で，法律家に付されるmesserという称号が付けられ．ているのは，1519年乃盃

　　20年にプリオーレをつとめたメッセル・ルイージー人である．

（3）　「正義の法規Jによって，アルテ加入者のみが参政権を得ると規定されていたため，費族たちは名霞だけアルテに加入し

　　て，休業中だということにした．こういう制度が認められている以上，フィレンツェ共和国の市民的性格を余り過大評樋

　　しえない．本鰹の192ページにも役人選出の方法が述べられ，休業養にも倭及されている．

（4）たとえばG．Villani；Cronica，　Torino，1979のp。234では，注釈者G．　Aquilecchiaが，その雰難がオーバーであることを

　　示す．

（5）N．Machiavelli；Istorie　Florentine，　Libro　Terzo，　cap．匪．所収の記事．

（6＞　　C。　Gttzzoni，　op．cit．，　P，50．

（7）　　M．　Guglielminetti，　oP．　c三t．，　P．242～243．
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